
	

フィリピンの若者たちに起業の機会を提供 
した。このプログラムでは、バコロドシティの若
者100人を対象として起業に必要な基本的技能
の訓練と種子資本を提供しています。

受入クラブであった米国マサチューセッツ州のウ
ェルズリー・ロータリー・クラブとバコロド・サウ
ス・ロータリー・クラブの協力、さらにはロータリ
ー財団マッチング・グラントからの20,000米ド
ルを得て、サモンテさんはYESの発足を実現さ
せたのです。

サモンテさんは、「このプロジェクトを信じてくれ
たロータリーに心から感謝しています。地域社会
の将来を担うのは若者たちです。彼らに教育の
機会を与えてこそ、地域社会に明るい未来をもた
らすことができます」と語ります。

経済と地域社会の発展は、2010年7月1日に試験
段階として開始されるロータリー財団未来の夢計
画の6つの重点分野の1つに挙げられています。

フィリピン出身のロデ
リック・サモンテさん
は、貧しさゆえに教育
が受けられない苦しみ
を知っていました。そ
のサモンテさんに米
国、マサチューセッツ
州にあるブランダイス
大学修士課程への入
学許可が下りたとき、
彼には学費を賄う資金	

	 がなく、希望と絶望と
の岐路に立たされたと言います。

そんな時期にロータリー財団国際親善奨学金
を得たおかげで、サモンテさんは修士号を取得
できただけでなく、 Youth  Entrepreneurship 
Service（YES、青少年起業奉仕）」というプログ
ラムを立ち上げるきっかけをつかむことができま
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ロディリック・サモンテさん

ハンガリーの障害児に車椅子対応バンのプレゼント
2006年、米国ノースカロライナ州、シャーロッ
ト・トップ・オブ・ザ・ウィーク・ロータリー・クラ
ブ会員のデビッド・ハーレさんがハンガリー、デブ
レツェンにある養護学校「イマニュエル・ホーム」
を訪れたときのことです。重度の障害のある子供
たち75名の健気な姿に、ハーレさんは強く心を動
かされました。クラブに戻った彼は、仲間の会員
たちにこの施設のニーズについて訴えました。ハ
ーレさんのクラブは、デブレツェン・クラブと手を
組み、マッチング・グラントを得て14,000米ドル
を調達。この資金で教室2つ分の家具や備品を寄
贈することができました。

そして2年後、ハーレさんはこの施設が、車椅子生
活を強いられている生徒たちの送迎用バンを必
要としていることを知りました。必要とされる総額
67,000ドルの募金には、第7680地区（米国、ノ

ースカロライナ州）、第6910地区（米国、ジョージ
ア州）、第1911地区（ハンガリー）をはじめ、2つ
の教会からの支援があり、さらには25,000ドルの
財団マッチング・グラントの助けも加わりました。

そして5月には、デブレツェン・クラブとともに、ハ
ーレさんは「イマニュエル・ホーム」の関係者に9人
乗りの新しい車椅子対応バンの鍵を手渡しました。
さらに嬉しいことに、有利な為替レートのおかげ
で、中古のバンを1台追加することができました。

2台のバンで子供たちの生活は見違えるようにな
るだろうと、ハーレさんは言います。「子供たちの
心の温かさは格別です。私のために歌を歌ってく
れました。そして、詩を書いたり、種を植えたり、
絵を描いたり、そんなささやかなことに無心に打
ち込んでいました。その姿は言葉では言い表せな
いほど感動的です」

デビッド・ハーレさんと養護学校「イマニュエル・ホー
ム」の子供たち。新しい車椅子対応バンの前で。

たゆまざる支援が寄せられた 
感謝と希望の年  
世界的不況と世界各地で不安定な情勢が見ら
れる中、ロータリーでは以下のような快挙が成
し遂げられました。 
•	 313,037人のロータリアンが「毎年あなたも
100ドルを」に参加し、ロータリー財団の年
次プログラム基金に総額73,597,552米ド
ルを寄付しました。このうち、241,867人の
寄付者が「財団の友」会員として、100ドル
以上を寄付しています。

•	 26,400以上のロータリー・クラブが、年次
プログラム基金に総額25,702,448ドルを
寄付しました。

•	世界中の人々の命を救い、生活を改善する
目標に向けて、年次プログラム基金に総額
9,930万ドルが寄せられました。

多くの人々がこれまで以上に苦境にあえぎ、助
けを必要とする中、2008-09年度に寛大なご
寄付をお寄せくださった皆さまに、財団より厚
くお礼申し上げます。
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1,360万ドル
9,600万ドルの目標に向けた2009‐10年度年次プログラム基金寄付中間集計



パラグアイとアルゼンチンのロータリアンが、もてな
しの伝統を生かして、ロータリー財団の年次プログ
ラム基金を支援しようと、募金活動を行いました。 

2006年以来、毎年8月にパラグアイ、セントラル
のアスンシオン・ロータリー・クラブの会員、ダニ
エル・エリセッチェ氏は、妻のロサ夫人の誕生日
に自宅で盛大なパーティーを催しています。音楽
とエンターテイメントや夕食を楽しむこのパーテ
ィーには大勢の友人（そのほとんどがロータリア
ン）が招待されます。

招かれたゲストには、妻にプレゼントを持ってく
る代わりに、ロータリー財団に最低100米ドルの
寄付をしてもらうのです」と、エリセッチェ氏は話
します。「昨年のパーティーには、2008-09年度
管理委員長であるジョナサン・マジィアベ夫妻が
特別ゲストとして出席し、パラグアイとアルゼンチ
ンの東北地域からの100名以上のロータリアンと
交流を楽しんでくださいました」

南アメリカのロータリアンがホームパーティーで募金活動 

毎年あなたの100ドルを」のおかげでロータリーの活動が
さらに世界中に広がる
年次プログラム基金への寄付は、文字通り恵まれ
ない人々をより良い生活へと導く懸け橋を築きま
す。エルサルバドルでは、17,600米ドルのマッチン
グ・グラント・プロジェクトにより3つの橋が建設
されたおかげで、およそ2,500人の生活が改善さ
れました。エルサルバドルのサン・サルバドル・ク
スカトラン・ロータリー・クラブと米国、バージニ
ア州、ウォウィック・クラブが協力して建てたこれ
らの橋を通じて、農作物の売買が盛んになり、経
済は発展し、医療や教育の機会も増えました。そ
れだけではなく、思いがけない恵みももたらされ
ました。橋の建設にあたり、地面を掘っていたとこ
ろ、良質の水源が見つかったのです。今では、住民
たちは橋を渡り、この水源を利用しています。

毎年あなたも100ドルを」を通じての寄付によ
って、世界中の人々の生活が改善されています。
いくつか具体例を挙げてみましょう。100米ド
ルの寄付でタンザニアの子供たちに蚊帳50枚
を、1,000ドルでフィリピンの女性23人に少額ロ
ーンを、10,000ドルでハイチの村人に井戸2基
を、100,000ドルでルーマニアの農業経営者が孤
児院用に牛乳と食糧を生産するための乳牛100頭
と鶏50羽を調達することが実現します。

このように皆さんからのご寄付が
大勢の人々 の助けとなっています。

この行事により、12,600 ドル以上が財団に寄せら
れました。

第4890地区（アルゼンチン）では、毎年11月に
特別晩餐会を開き、チケットの販売から生じた
利益の全額を財団に寄付しています。2008年に
サン・テルモ・コンスティテゥスィオン・ロータリ
ー・クラブ（キャピタル・フェデラル）会員、ケン
イチ・ウツミ元地区ガバナーが催した晩餐会で
は、25,000ドル近くが集まり、これはアルゼンチ
ンで実施された財団の募金活動のうちで最高額
となりました。

RI会長やロータリー財団管理委員長、あるいは
RI理事の地元訪問なども、財団の募金行事を開
く理想的な機会です。「毎年あなたも100ドル
を」推進活動への支援を増やす方法は、ほかに
もロータリー・ウェブサイトのwww.rotary.org/
RIdocuments/ja_pdf/958ja.pdfに掲載され
ています。

財団の支援に今すぐご協力を
大口寄付者、「遺贈友の会」会員、ベネファクター、ポール・ハリス・フェローは、ロータリー財団プログ
ラムの支援において、また世界中の人々を救い、生活を改善していく上でとても大切な存在です。

認証の種類 2008-09年度の合計額 累計
大口寄付者 1,311 11,416
遺贈友の会」会員 524 6,623
ベネファクター 2,897 80,673
ポール・ハリス・フェロー 61,998 1,188,782

左から：ダニエル・エリセッチェ氏、元駐英パラグアイ大使のラウル・ドス・サントス氏、2008-09年度ロータ	
リー財団管理委員長、ジョナサン・マジィアベ氏とアヨ夫人。エリセッチェ夫妻の自宅で開かれた募金行事で。

ご寄付はもうお済みでしょうか。ロータリー財団月間の11月は、寄付を行う絶好の機会となります。「ロー
タリーの未来はあなたの手の中に」あります。財団がどれだけの命を救い、どれだけの人々の生活を改善す
ることができるかも、皆さまからのご支援にかかっています。ぜひとも今すぐ年次寄付をお寄せください。

「毎年あなたも100ドルを」の活動の詳細を
お求めの方、あるいは成果をあげた募金策の
事例を紹介してくださる方は、以下までご連
絡ください。

電話：1-847-866-3352

ファックス：1-847-328-5260

メール：erey@rotary.org

RIのウェブサイト：www.rotary.org

今すぐお申し込みを
四半期ごとにこのニュースレターを受信し
て、 毎年あなたも100ドルを」に関する最
新情報をお読みください。クラブのほかの会
員にも、受信を申し込み、活動へ参加するよ
うぜひ呼びかけてください。RIのウェブサイ
ト、www.rotary.orgから（「毎年あなたも
100ドルを」で検索し）ニュースレターをご覧
になるか、定期受信の申し込みを行うことが
できます。

受信者で、インターネット・プロバイダーを変
更した方は、新しいEメールアドレスを使って
再度お申し込みください。

国際ロータリーは、元ポリオ患者であるバイ
オリニスト、巨匠イツァーク・パールマンと世
界的に有名なニューヨークフィルハーモニッ
クの協力を得て、ポリオ撲滅コンサートを主
催します。このコンサートは、子供の身体の
自由を奪い、命をも脅かす病気、ポリオを撲
滅するための世界的な取り組みを支援するも
のです。 

演奏は一夜限りで、12月2日午後7時30
分にニューヨーク市で開催されます。チ
ケット購入の詳細はwww.rotar y.org/
endpolioconcertから。 

年次プログラム基金への寄付
が、地区財団活動資金（DDF）
を通じてポリオ撲滅活動を支え
ていることをご存知でしたか。

ポリオ撲滅コンサートへの
お誘い 
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